
世界遺産を素材とした地理教育・ ESD実践の試み

一科目 f世界遺産で、学ぶ地理Jの開発と実践ー

地理歴史科今野良祐

世界遺産は、地球や人類の歴史のなかで生まれ、受け継がれてきた「人類共通の遺産」を保護することを

目的としている。世界遺産登録にがちく自治体と地域住民の姿が報じられている一方で、遺産に押し寄せる観

光客と延々と続く大渋滞など、遺産の持続可能性を脅かすような状況すら報告されている。保護すべき世界

遺産と観光収入に依存する地域との共存は、社会や地域の持続可能性を主題とする地理教育における ESDの

大切な学習テーマである。本科目は世界遺産検定3級の公式テキストで取り上げられている 100件の世界遺

産を地理で学習する項目に照らし合わせて構想した世界遺産を素材とした地理教育.ESD実践の試みである。

キーワード 地理教育 世界遺産 ESD 地歴融合 持続可能な社会

1 .はじめに

2018年3月末に次期高等学校学習指導要領が告示され、

地3盟主史科必J覆修科目として「地理総合Ji歴史総合Jが

設置されることになったoJ:由連教育i新系者が30年来にわ

たって地理必修化に向けて、多方面に活動してきたゆ採

がようやく結実する口

今回の改訂に大きく寄与したのが、 20日年8月に出さ

れた「新しい高校地理・歴史教育の創造ーグローバル化

に対1芯した時空間認識の育成一一Jで、あるO 本提言は、 2006

年のいわゆる世界史オ可覆修問題に端を発して、地理歴史

科において時間認識と空間認品えのバランスのとれた教育

を目指して検討されたもので、科目の内容・教授法だけ

でなく大学入試・教員養成の改革案なども盛り込まれた

地理理主史科の科目配置については、必履修科目として世

界史Aと日本史Aを統合した「歴史基礎Jと士由理Aを

改変した「地理基礎Jの新設(当時)が提言されたG ま

た、単位数の関係で2つの基1謹科自の新設が難しし¥場合

は地理Vj~史科の総合科目としての iJ出埜基礎J の新設に

も角財Lられていた。

j岱]~を専門としながら世界史をメインで授業を受け持

っていた筆者は、日々の実践を重ねる中で、必然的に地

腔融合についての思索を深めることとなった。先述の提

言における ij出軍基礎J新設案は今次改訂では実克こそ

しなかったものの、筆者をj出張融合研究にいざなってく

れた。さらに、 2011年にユネスコスクーノレに加盟したこ

とで、学校全体としてのESDのH1漣とともに、地理型車史

科教育におけるESDのあり方を模索してしザこ。そこで、

教材として着目したのが世界ji主主で、あった。ユネスコお

よび ESDの主要な分野として世界遺産教育が掲げられ

ていること、そして世界i動妄は地理・歴史など多面的・

多角的な理的平が求められることから地底溺!合の教材とし

て適していることなどから、菊?科目開発の構想に至った。

2 世界遺産教育.ESDと地理教育

2∞5年よりわが国の提唱によってスタートした ESD
(持続可能な開発のための教育)のちもl誌が2ω9年告示の

学習指導要領より明文化されるようになった。 ESDはこ

れまでの社会構築のあり方を反省し、新しし唱寺代に対応

した社会を構築するための学際的な知識、価値観の変

革・創造およびそれらの実行に必須の能力・態度の形成

を目指した教育の考え方であり、その充実は国際的潮流

である。従前にヲ|き続き、次期学習指導要領で、は「持続

可能な社会づ、くり」や「よりよい社会の実現Jと文言を

変えながらも、すべての科目でESDの視l誌が盛り込まれ

ており、社会的要請は強まっている。

期涜可能な社会やよりよい社会のあり方を考えるうえ

でまず必要なのが、これまでの社会の持続不可能な状態

の経緯、原因、影響などの構造的なJ~解を深めることで

ある。その|擦に、社会の諸事象を学習対象とする士也瑚歪

史科の場合、地理においては歴ミ史的背景をふまえたり、

歴史においては地理的条件と関連付けたりと学際的な視

野からの理解や考察が必要である口そのうえで伝統や文

化的な背景やj制或性などを考慮、しながら、 i出或に応じた

適切な改善策を議論してし1く口市続可能な社会づくりj

を考える際には、より一層の細部室携の充実が必要とな

ると考えられる口地理と)埜史がそれぞれ必履修科目とな
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ったことを契機に、双方がより一層歩み寄り、主題学習

や単元レベルにとどまらない地酪車携・融合の授業開発

について活性化させ、持続可能な社会づくりに資する地

理歴史科教育を創造していく必要がある口その切り口と

して本研究では世界遺産に活路を見出した次第である。

世界遺産は 1972年のユネスコ総会で附尺された「世界

の文化遺産及び自然遺産の{耗撃に関する条約(世界遺産

条約)Jによって、世界各地の顕著な普遍的価値を持つ文

化遺産及び自然遺産を、人類共通の宝物として世界遺産

部示することで保護し、次世代に継承していくことを目

的としている。つまり世界遺産物件そのものと遺;産地域

を同涜可能なものにしていくことを目指してし 1るのであ

る。その世界遺産は2017年7月の第41回世界遺産委員

会を経て総数 lヲ073件となった。現在では方宗行会社の世

界遺産ツアーや雑誌や訴普で特集が組まれるなど世代を

問わず人気を博している。しかし、世界遺産の本質的な

意味合いを理解している人は決して多くはないのが実情

である。淡野 (2006)は、世界遺産条約に基づく活動に

は、より一層の啓発教育が不可欠であり、判交における

体系化された教育が必要であることを指摘している。つ

まり、学校教育における世界遺産教育 (WHE:World 

Heritage Education)の充実が不可欠であるとしづ。

世界遺産教育について語る時、田淵 (2011)による以

下(a)~(c)の 3 つの分類が紹介されることが多い。

(a)世界遺産についての教育(Educationabout the World 

Heritage)は、世界遺産の理念、や各世界遺産の遺産価値を

学ぶなど、一般的に多く知包されているであろう授業や

単元の中で主題的に世界遺産を取りとげた教前燥のこ

とを指す。世界遺産検定の対策授業などは、世界遺産に

っし 1ての矢崎哉・理解の習得に留まり、「世界遺産ニ世界が

認めたお墨付晶きの客必巴スポットjのような3蕊哉を養い、

ややもすると世界通勤牽制度や世界遺産そのものを善のも

のとしてしかとらえられず、ひいては世界遺産をめぐる

諸問題の遠因に寄与することになりかねない。この点は、

世界遺産教育において十分に注意をすムわなくてはならな

いだろう。

(b)世界遺産のための教育(Educationfor the Wor1d 

Helitage)は、本来の世界遺産制度の目的である保存や{呆

全のために、世界遺産に対して私たちがどのようにふる

まうべきかを考えるものである。この段階まで午:習する

ことで、 (a)で指摘した課題を乗り越えることができょう。

(c)世界遺産を通しての教育(Educationtht‘ough the 

World Heritage)は、先述の(a)と(b)の学習をふまえたうえ

で、さらに世界遺産を切り口として、国際部q卒教育、平
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和教育、人権教育、環境教育などの教育分野に思考の間

口を広げていくものである。世界遺産は、人類の歴史、

宗教や生活文化、地球の歴史、生態系など人文・自然な

どの多岐にわたる在見点からの価値そ持つものであるO し

たがって、その学習領域はよ也君庇史科のみならず、理:平1-

や卦fTなど多l岐にわたる。そして、教科・科目を将戦斤ず

る先述の教育分野においても、世界遺産を切り口として

の学習はト分にその機能を果たすことができる。また、

「負の遺産jや if[t杉お量産jなど、よりよい未来の創造

のために目を背けてはならない人類の負の歴史や危機に

瀕しており存在が危ぶまれている遺産などに対して、

人々に啓発を呼びかける側面も持っている。

世界遺産教育は本来的に世界遺産と予納弛J或の槻完可

能性を議論したり、持続可能な社会を忘向してし¥る点で

おDは密接なかかわりを持つ教育で、あるといえよう。

学校教育における世界遺産教育について、現行のカリ

キュラムの中では社会科、地理歴史科、あるし 1は総合的

な学習の時間などでのトヒ。ックのーっとして登場してく

るケースが多く、世界選む話相j度の理念、や遺産価値などを

扱った体系的な世界遺産教育が行われているとは言い難

い。特に社会科.illiJ塑埜史科のなかでも地理における世

界遺産教育の実践事例については、必ずしも多いと

えない(岩田、 2016)。そこで淡野 (2006、2007、2010)

は、小学校・ヰ!学校の社会科地理的分野、高等学校地理

での世界遺産の教材化の構想を示している。また、村l野・

淡野 (2010)は、地理において世界選法が扱えていない

理由として、以下の3点をす旨摘してし1る。①教科書キ学

習す酢尊要領における世界遺産の扱し功当選めて不安定な扱

いであること。②世界遺産に対する認知や王朝E将が十旨導者

側にも卜分ではないJ点。③したがって、数多くの世界遺

産がある中で、指導者-の回線でどれをどう一週尺すればよ

いのかが判断しがたい点である。これらの日匙題を克服す

るために、 ii也理教育で世界遺産を教える」から「地理教

育を一世界遺産で、教えるJというように発想を転換し、世

界遺産を切り口とした地聖教育の教材北を試みた。しか

し、授業展開案の提示のみにとどまっており、年間の授

業としてどのように取り組まれたかについては角批しられ

ていない。

そこで筆者は、年間を通して世界遺産を切り口とした

地理教育を構想し、世界遺産教育と地珪ニ教育の阿立を試

みた。神野・淡野 (2010)が指摘した乱閣を克服するた

めに世界遺産検定3級の土ミ式テキストで取り上げられて

いる 100件の世界遺産をほ理Aで学沼する項目に照らし

合わせて配当し、年間の授業計画を構想、した。



3. r世界遺産で学，以也理Jの授業の実際
21:!三次一般溺尺科目 (2単位2時間連紛の「世界動産

で学ぶ地理Jとして開講しており、毎年30名相支が選択

している。授業では地銀A教科書、世界史A教科書、地

図帳、そして世界勤韮検定3級公式テキストをサブテキ

ストとして活用した。

基本的には2時間でl話指清型の授業展開とし、 l中や問

考査を実施しない代わりに前時の内容に巴

をf毎号H時寺間実施して、段IW4131に内容の定若を図っている。

【1学期の各授業の概要】

<第1回> 日本の世界遺産、世界遺産の登録基準

冒頭に科目の概要を説明したのち、日本の世界動宝20

件を文化遺産と自然活動韮に分類するなかで「富士山の

位置づけを考える。この活動を過して、何がiiJ界遺産の

条件となっているかを考え、世界i室主の謝家基準を学ぶ。

<第2回> 富士山から見る世界の大地形

冒頭に世界島草野菜基準の小テストを実札成層火山

の美しし¥姿が剖守や信仰の対象となった文俗輩産として

の「富士山」の姿を学ぶ。富士山周辺の地形図の読図を

通して、世界i室主の構成牧村牛を把握するO 富士山のよう

な火山や地殻変動が活発なi似或の分布を、プレートテク

トニクス理論を通して把握する口

<第3回> 自然遺産から見る日本列島の地体構造

「サガノレマータ国立公園Jの位置するヒマラヤ山脈な

とひの大山脈はどのよ うに形成されたのかを、プレートと

テクトニクス理論による地殻変動のしくみと造山帯の分

布から学ぶ。あわせて断層湖(構造湖)についても角批も

る。また、日本の自然遺産の共通点から日本列尉寸近の

地体構造を学ぶ。

<第4回> 外的営力がつくる地形と世界遺産

冒頭に世界i動室条約に関する小テストを実方包世界遺

産条約市街:吉のきっかけとなった「ヌビ、アの遺跡群」 の救

済の事例から、河川のはたらきを学び、関連する世界遺

産を紹介する。外的営力がつくる地形として河川の侵

食 ・運搬 ・堆積による]:出杉に加えて、氷食地j杉やカルス

トj組形、さんごj由形なども取り上げる。

<第5回> 植物の分布をコントロールする気候

冒頭に地形と世界i宜主の小テストを実I包。洋上のアノレ

プスと呼ばれる「屋久島Jは、北海道(亜寒帯)から沖

縄(距索滞)までの植物の垂直分布がみられる。植物の

生育と分布には気温と降水が関わっており、熱帯から寒

帯ーまでの代表的な植生を紹介する。また、気候IR分の表

しプゴを理解し、気圧の高低や季j笥風など気候の基本的な

しくみを理解する。

<第6回> 生物多様性を支える気候

冒頭に日本の世界遺産についての小テストを潟j包映

像をまじえて[白神山地jや「矢口床Jの生物多様性のし

くみを理舟卒する。続けて、生物多様性を支える流氷がな

ぜ知床にやってくるのかを、大111~の西岸気候と東岸気候

の違し 1から考える。あわせて「臼)11郷Jに特徴的な合掌

造りが必要な理由も考えるD

<第7回> 熱帯と乾燥帯の世界遺産

冒頭に世界遺産申請手順lこついての小テストを実力包

月末から始まる世界遺産委員会とそこで登録が審議され

る「明治日本の産業革命動主Jについて注目を促七世

界の多様な気候の中でも南米とアフリカの熱帯・車む!桑帯

地域のみを取り上げて、関連する世界器室を把握する。

なぜ高温多雨i出或や車む!具地域などの地域差が生じるのか

を大気大循環のしくみから理解する。

<第8回> 広がる宗教・交わる宗教と世界遺産

すでに世界史Aでキリスト教の宗教改革まで学習して

し1ることをふまえて、 主な世界宗教の誕生から伝播の過

程と関連する世界勤室を紹介する。各宗教を代表する建

造物だけでなく、異文化の融合した宗教建築を石信忍する。

<第9回> 日本の神社仏閣と世界遺産

日本の神宇土仏閣に関する世界遺産が、いつのIi寺代の代

表的物件として語られるかを考えたうえで、すでに中学

校までに学習している神仏習合、仏教伝来、キリスト教

伝来、神仏分離などの簡単な日本宗教史をおさらいし、

そこに世界遺産物件を位置づける。

<第10回> 1学期のおさらい&過去問チャレンジ

]学期に取り上げた世界遺産に関して補足説明を行う。

また、世界選主主検定3級の過去問にチャレンジし、次週

の期末考査に備える。

<1学期期末考査>

出題範囲は、地形、気候・槌生、宗教などのj也盟項目

と関連する世界島室とした。
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[2学期の各授業の概要}

<第11回> 勝手にニッポン地域遺産いいんかい?

夏休みの宿題として埼玉県内の景勝地について、世界

選む玉三登録基準をあてはめて「地域動蛮」を見つめなおす二

本時は持ち寄った地域遺産についてのヲ践に取り組む。

<第12回> 地域遺産マップづくり (文化祭展示)

前H寺で、各生徒が発表したj出痴量産について、 解説ボー

ドの作成とともに、埼玉県全j或を示した20万分の l地勢

図にマッピンク、、し、文化祭にて展示する。

<第13回> 明治日本の産業革命遺産から見る産業の発展

手工業から機械市IJ工業へ、 軽工業から産業革命を経て

重工業 ・重化学工業へとしづ産業の発達について概観し

たのちに、「明治日本の産業革命i室主jを題材に、日本に

おける産業革命の経過と関連遺彦三を学ぶ。また、同時期

に重工業分野ではないが官営模範工場として生糸を白草

していた|富岡製糸場」や農業に|向かなし市出或から屋根

裏で、の養蚕が盛んで、あった「白)11郷・五箇山J，こ角虫れる。

<第14田> ヨーロツJ'¥地誌①:産業の発展

日本の産業遺産をふまえて、イギリスにおける産業革

命の)畏開を主由里的に考察する。既に世界史Aで、産業革命

は綿工業の技術革新が契機になったことを学び終えてお

り、ベニン山脈西側のランカシャ一地方が偏西嵐の影響

で湿潤で、あることが綿糸の白主に適していたことやベヱ

ンUJIV~から樹屈される石炭を用し、た蒸気機関による蜘主

化が進んだ、ことなどの地理1的条件を確認した。また、ダ

ービー製鉄法の開発によってÆJ~司業が活発化し、原料 ・

製品輸送のための鉄道や「アイアンブリッジ」などに援

用されていったことにも角1~れる。産業化の一方で

労(働動問題題，σの〉改善-のために「ニユ一.ラナ一クJにおける

ロノ《一 卜.オ一ウエンの方伝策にも注目した0 ヨーロッパ

の他のj:出或における産業に関する世界選む主にも角剣rしる。

<第15回> ヨーロツ1¥1鵠京2):ヨーロッパの統合

自然環境、 産業、経済水準などの視lえからヨーロ ッパ

jω或のj出或的多様Ij::の状況について石信忍したのちに、[ヴ

イツテンベルクの教会j群j洋泊平白Jなどをもとに民族 .宗教のj地組

J)支刻，性|

る引!J笠置史的j展畏関!日開7現再とキリ スト教諸宗派の分布をふまえて、教

会や宮殿などの世界遺産建築をもとにヨーロッパの主要

建築イ茶式を確認する。

<第16回> 南北アメリ力・オセアニア地誌

移民による国づくり

冒頭にヨーロ ッパ世界遺産の建築様式の発展史に関す

る小テス トを実方弘本H寺で、はヨーロッパ人が移住または

進出した地j或として南北アメリカ、オ寸Zアニアを扱う。

大航海H寺代以降にヨーロツノ守人の進出を受けたラテンア

メリカの古代文明の世界遺産やアボリジニの聖地である

「ウノレノレJなどに角財もで、先住民や多民族問のj羽子や混

血などの様子を学ぶ。 中世に世界経済を動かした「ポト

シj と 「石見主iミUJJや「オペラハウス」などの現代的建

築の世界選む歪についても角1lれる。

<第17回> 中央・西・南アジア・アフリ力地誌

ヨー口ツ1¥支配からの脱却

冒頭に南北アメリカ ・オセアニア地誌に関す一る小テス

トを知包本時は 19世紀帝国主義附t以|翻款米からの支
配を受けていた地!或を中心に扱う。支配の名残を残すア

フリカの2つの負の遺産について学ぶ。とはし¥え人類の

ふるさとである 「アワッシュ)IIJや「大ジンバブエJな

ど負の側面だけではないことにも角財Lる。古代から東西

交通の要所で、あった西アジアで、はし 1くつかの世界選む歪と

ともに危機遺産を取り上げる。

<第四回> 東南アジア・韓国・中国地誌

世界の成長センター

冒頭に中央~西 ・南アジア ・アフリカ地誌に関する小

テストを実方包本時は戦後に第三世界として独自の発展

を遂げ、今や世界の成長センターを評される東南アジ

ア ・東アジアjが或を扱う。東南アジアで、は大陸部と島し

ょ部に分けて地域的特色を把握し、熱帯雨林気候(Af)と

サバナ気候(Aw)、仏教文化圏とイスラム文化圏、帝国主

義時代の英仏の支配と大航海時代以降の海洋覇権国家に

よる支配の地域差などをいくつかの世界勤まをもとに学

ぶ。「万里の長城jをもとに遊牧民と農耕民の南北間の相

克と現代における東西問の人の流れに着目して、経済大

国中国のヰ者数を学ぶ。

<第19回> 2学期のおさらい

2学期に取り上げた世界i室主を、地柄蒋造、気候区分、

宗教分布の世界地図にマッピングして復習する。

く2学期期末考査>

出題範間は、 産業、世界各1i主域の地主志的なトヒ。ックと

関連する世界選む妄とした。
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[ 3学期の各授業の概要}

<第20閉> 検定直前対策&世界遺産検定受験

12月中旬の世界王争友検定受験に向けて、これまで学ん

できた内容を踏まえて対策問題に取り組む口

<第21自> 世界遺産の光と影

班ごとに担当する日本の世界選む韮について、新聞の特

集記事(表1)をもとにして、世界選誌を取り巻く現状

を把握し、 4枚のフリップヲこ起承4磁:吉をまとめさせた。

写真1 生徒が作成した「白神山地」をめぐる状況

<第22回> 世界遺産地域の問題構造分析

世界動華強去は地域にとってPositiveImpactとしてと

らえられるものもあれば、 Negativelmpactになってしま

うケースもある。世界遺産主主録によって生じる現象を、

刊と NIでポストイットの色を分けて、ブレインス

ミングで列挙する口その後、出てきたキーワードを用し¥

て、ポスターを作成し、世界遺動産地或の問題構造を分析

する。また、レポート言照屋として日本の世界遺産が抱え

る言県想の共通点を挙げさせた。

写真2 生徒が的ミえした世界選む室登録J出或の問題構造l~

巡~ltヨケ烈 配本iヨ十l

表1 I世界器室の光と影」で取り扱った新聞記事一覧
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<第23閏> 世界遺産地域の問題構造プレゼン

前時に作成したポスターを用いて、各世界遺産地域の

問題構造をプレゼンしあう。各班の半分が話し手に、半

分が聞き手になって、全グノレーブのブレゼ、ンを聞いて回

るワールドカフェ方式の改造-版としづ手法をとった。最

後に世界遺産地域の持続可能性を考えていくう えで優先

すべき事項を 9つ(図1: A地域活性化、 B環境保全、

C規制・制限、 D観光収入UP、Eインフラ整備、 F文

化の維持、 G地元住民生活、 H理念、の啓発、I制度の見

直し)提示し、ダイヤモンドランキング(表2) を作成

させるレポートを課した。

写真3 生徒が作成した「白神山地Jの紹介ポスター

<第24回> 世界遺産地域の持続可能性を考える

最後の授業は前日寺のダイヤモンドランキングをもとに

して、世界遺産とその地域の持続可能性を考えるうえで

最も重要なことは何かというテーマについてクラス全体

でディスカッションを行った。ダイヤモンドランキング

の9つの指標は、図2に掲げたとおり、 Nature(自然 ・

環境)、 Society(社会・文化)の対立構造・ジレンマに、

Economy (経済)の論理が介入してくるなかで、どのよ

うな Whodecide? (意思決定)していくかといった開発コ

ンパスで、用いられる4つの象限にあてはめて抽出したも

のである。ディスカッションでは、それぞれの立場が最

優先だ ・最も大切だとしづ議論から、 やがてそれぞれを

成立・両立させるために、ベースとなる指標や他の指標

を包含する指標を探るような議論にシフ トしていったO

議論の最中に、相手の主張に納得し、立場を替える者も

数名出てきた。

表2 ダイヤモンドランキング概況

得点|最優先|後回し
平均|人数|人数

A 2.79 。
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図1 ダイヤモンドランキングの9つの指標

凶 ìt担 I或沼~'I、生イ七 国 環境保全 固 夫見箭リ・命日良
観光地化が図られることで 生態系、絶滅危慎種や希少動 条例などで遺産地域への入

雇用が生まれ、地鼠活性化や 物の保護、外来種の侵入防ヰ 揚規制・入場料徴収による遇

町おこしにつながる などの環境保全を図る 剰な立入を制限する

固 観光収入 UP 巴 インフフ整備 円 文化の維持
登録によって知名度が向上 遺産地域へのアクセスや利 遺産価値として長い年月を

し、観光客の増加、観光収入 便性向上のため、交通手段な かけて育まれた文化の維持

の増加を図る どのインフラ拡充整備 や景観の保護を図る

国 地冗住民生活 白 理怠の啓発 田制度の見直し
遺産土也I或の地元住民が観 光 メディフフや叙育などで世界 世界遺産登録の条件や増え

客のマナーや騒音等に影響 遺産の理怠を啓発レ、住民や 続ける登録室長など、世界遺産

されず安I~\ して生活できる 観光客の意識改善を図る 制度そのちのを男直す

-76-



図2 ダイヤモンドランキングの9つの指標

担問
B: I景i資保全 I 0:観光政入 UP

一一一一一一一つ C:規制・制限 I E インフラ整備 十 ι 

Who  I-…川小 -A"":-域活性化一一市ゆIEconomy I 
ecide? I H: f塁走去の啓発 I F:文化の維持

i 制度の見直レ I G:地元住民生活

く3学期最終レポート>

授業で、のディスカッションをふまえて、世界遺産を持

続可能なものにするためには遺産地域の生活(経済発

展・開発)と世界遺産としての価値の維持(景観・環境

保全)のどちらを重視すべきかD またはそれらの両立を

どのように図るべきだと考えるかを問うた。以下に列挙

する解答を得たD

Point 1.遺産地域の生活(経済発展・開発)

vs世界遺産としての価値の維持(景観・環境保全)

.地域の人々の生活や経済発展がなければそもそも世界

遺産は持続可能なものにはならない。

-経済発展は世界遺産の価値が守られてこそのものだ0

・「大切に守ろうjとしヴ意識により、世界遺産が廃れな

い観光資源となり、地域の経済発展につながる。

-世界遺産の本質的な目的は文化継承や自然の保護であ

る。ありのままの姿を維持すること。

-環境は一度悪くなると元に戻すのが難しい。景観や環

境を守ることは地域住民の生活を守ることにつながる0

・遺産としての価値が無くなってしまったら、登録解除

など持続可能どころではない。

-経済発展を優先してしまうと、し吋ヰれ収入源である遺

産も成り立たなくなってしまう。

パ人類の宝Jを守るためにそのベースとなる環境を保全

しなければならない。

-遺産地域ど生活地域を分けるべきだ。

-教育が必要である。観光客に riit界遺産学観光スポツ

トJであることを再認識してもらう。

• J量産価値の方が地域住民よりも長い歴史を有するもの

で、後世に受け継し¥でいくべきだ。ただし地域住民に

とっても旨みが必要だ。違う形の保護のかたちも認め

ていく必要があるO

・世界遺産登録以前の状況を考えると、地域住民の生活

と遺産価値の維持は同格に並ぶ。対立構造ではない。

Point2.対立を超えて、開発と環境の両立を!2{]るには

-地域住民が世界遺産登録前と変わらない生活が送れる

ことが大前提。

-景観や環境が守られ続けていくことは、地域住民にと

ってもうれしいことであるはず口地域住民への思返しD

.遺産価値の維持と地域住民の生活の両立を実現するに

は、まず保護すべき最低限の範囲やきまりを設けるD

-入場制限・規制。入場を禁止してVRで疑似体験。

-遺産価値の維持と地域住民の生活のどちらかを成立さ

せるためにどちらかが成り立たないというジレンマは

本来存在せず、必然的に両立は図らなければならない口

遺産ありきではない地域を目指すことが最善策。

-世界遺産のシステムやノレーノレを見直すこと口一人一人

が「人類の宝物Jとし¥う意識を持つことが必要である0

・国ではなく地域が誇りを持って発信で、きる環境づくり

が必要。

4. おわりに

本科目の開発においては、淡野 (2010)をはじめとす

る先行研究で指摘されていた課題を受けて、地理の授業

に年間を通して世界遺産を組み込んだ、形で取り組んだ。

やや強引に取り上げた個所も散見されるが、各単元に配

当して年間を通して取り扱うことに概ね支障はない。 I~

然遺産を取り上げた授業では、自然地理学習が遺産価値

の理解に大きく貢献してくれた。また、宗教や産業に関

わる遺産を取り上げた授業では、同じ2:9三次で学ぶ必履

修科目の世界史Aでの既習事項をふまえながら、地歴融

合単元として空間認識とi時間認識の両輪で取り扱うこと

ができた。最後に世界地誌のなかで、多くの文化遺産を

取り上げる形をとったが、やはり歴史的な事項の登場が

優勢であり、世界地誌単元として、また地歴融合単元と

しては課題が残る形となったD

1年間の学びの成果として世界遺産検定 3級に合格す

るという自擦を設定したために、生徒にとってはややも

すると検定対策授業のようにとられがちで、あったが、授

業を重ねるうちに、世界遺産について魅了されるだけで

なく、地理の面白さや奥深さに気付いてくれる生徒も一

定数いたことが最後の感想コメントから伺うことができ

た。世界遺産についての教育 (Educationabout the Wor1d 

Heri阻ge)による世界遺産の光の部分だけを学ぶのでなく、

世界遺産地域において世界遺産登録によって生じた諸問

題などの陰や負の側面にもしっかりと臼を向けるなど、

世界遺産を通しての教育 (Educationthrough the Wor1d 

Herjtage)の側面も持たせることで、地理教育として内容
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の充実が図れるだけでなく、世界遺産を切り口とした

ESDとしても機能するようになった。

次期学習指導要領下の地理歴史科では、地歴融合科目

の実現こそ無かったが 地理・歴史双方においてそれぞ

れの科目の独自性を発揮しつつも、地理においては歴史

的背景をふまえての考察、歴史においては地理的条件と

の関連付けを図るなど各科目において地歴融合の研究と

実践は不可欠である。地理歴史科の教科書や資料集等に

は世界遺産に関する情報が散りばめられている。世界遺

産を切り口とした地歴融合型の授業、また、世界遺産を

切り口とした ESD授業の開発と実践のより一層の深化

が望まれる。そして、 ESDや世界遺産教育において、地

理教育が持つコンテンツとスキノレの有用性と重要性をも

っと発信していく必要がある。本実践がその[J藷矢となる

ことができれば、筆者にとって望外の喜びである。
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